
道議会本会議で、変形導入への条例案可決
道教組は直ちに声明を発表、明日は集会開催
●道議会本会議で、たった1本の討論のみであっさりと採決

12月11日の道議会本会議で、「１年単位の
変形労働時間制」導入のための条例案が採決
されました。討論は反対討論１本のみで、賛
成討論はありませんでした。反対討論の最中
には、議員席からヤジが飛ぶ事態でした。
教員に長時間労働を強いる条例制定への責

任をどのように感じているのでしょうか。

●道教組は、直ちに抗議声明を発表し、記者会見

道教組は、道高教組とともに、直ちに声明を発表しました。１日８時間労働という大原則を壊
す労働法制の大改悪となる条例改正案を、現場教職員の意向を聞くことなく、僅かな審議時間で、
全国に先駆けて性急に採決をしたことに対し、断固抗議するものです。
また、道教組弁護団も、条例の拙速な制定に対する抗議声

明を発表しました。
これらの声明について、11日16時から記者発表を行い、審

議不十分なまま採決されたことへの抗議と、制度導入のプロ
セスや制度の問題点について説明しました。
記者発表には、合同法律事務所中島弁護士、道労連出口事

務局長も同席し、それぞれの視点から問題を指
摘しました。

●１２日の全道集会に結集を！

11日の放課後には、全道各地で一斉に、校
長との懇談を呼びかけています。
また、12日午前は、制度導入に反対する全

道集会を行います。全教常任弁護団代表の加藤
健次弁護士が制度の問題点の解説、今後の運動
の展望についてお話しします。
全道各地から集会に結集し、今後、学校に導

入させないための展望を確かめ合いましょう。

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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